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河川管理や河川計画のための水文・河川・海岸分野の
境界領域に関する河川技術



平成30年７月豪雨で発生した土砂・洪水氾濫

広島県呉市天応西条地区
○平成30年7月豪雨により発生した土砂が、
県道等に2m以上堆積
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平成２9年九州北部豪雨で発生した土砂・洪水氾濫

乙石川
赤谷川赤谷川

乙石川

赤谷川

赤谷川（福岡県朝倉市杷木）
出典：国土地理院

筑後川

赤谷川

出典：国土地理院
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土砂・洪水氾濫とは？
○土砂・洪水氾濫とは・・・豪雨により上流域から流出した多量の土砂が谷出口より下流

の河道で堆積することにより、河床上昇・河道埋塞が引き起こ
され、土砂と泥水が氾濫する現象
土砂とともに上流域から流出した流木が氾濫する場合もある。

平成３０年７月豪雨における土砂・洪水氾濫の発生状況（広島県呉市天応西条地区）
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土砂災害に関する各種計画・委員会等での記載内容

○ 実効性のある避難を確保するために取り組むべき施策
⑥ その他の平成30年7月豪雨の土砂災害の特徴を踏まえた対策のあ

り方
▶ 気候変動による集中豪雨の増加に伴い、土砂・洪水氾濫が起きや

すい条件の設定手法、生産土砂量が増大する素因環境を有する
地域の把握等、生産土砂量の推定手法や影響範囲の推定手法の
高度化を図るため、WGの意見を踏まえ引き続き検討を深めるべき。

実効性のある避難を確保するための土砂災害対策検討委員会
報告書概要（R1.5）（一部抜粋）
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土砂災害に関する各種計画・委員会等での記載内容

（10） 国土保全
～（略）～、土砂災害、土砂・洪水氾濫などの自然災害に対して、～
（略）～砂防設備などのハード対策を進めるとともに、～（略）～ソフ
ト対策を効率的・効果的に組み合わせた総合的な対策を、地方公共団
体を適切に支援しつつ、強力に実施する。～（略）～特に、計画規模
を上回る、あるいは整備途上で発生する水災害に対しても被害を最小
化するため、～（略）～気候変動等の影響も踏まえた治水対策等を
進める。

国土強靱化基本計画 【個別施策分野の推進方針】
（H30.12 閣議決定）（一部抜粋）
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河川砂防技術基準計画編における土砂・洪水氾濫対策の記載

2.2 水系砂防に関する基本的な事項

2.3 土石流対策に関する基本的な事項

2.4 流木対策に関する基本的な事項

2.2 短期土砂・流木流出対策計画に関する
基本的な事項

2.2.1 総説
2.2.2 土砂・洪水氾濫対策計画に関する

基本的な事項
2.2.3 土石流・流木対策計画に関する

基本的な事項
2.2.4 土砂・洪水氾濫時に流出する流木の

対策計画に関する基本的な事項

2.3 中期土砂流出対策計画に関する
基本的な事項

2.4 長期土砂流出対策計画に関する
基本的な事項

新「第３章砂防（土砂災害等対策）計画」旧「第３章砂防（土砂災害等対策）計画」

○新旧目次構成

水系砂防について
現象が生じる時間で整理
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河川砂防技術基準計画編における土砂・洪水氾濫対策の記載
○短期・中期・長期土砂流出対策

時間

土
砂
流
出

大規模土砂
生産イベント

土砂流出が
特に活発な期間

流域の荒廃により
長期間土砂流出が
活発な期間が継続

短期（一連の降雨継続期）
土砂・流木流出対策

数ヶ月～数年

長期（活発な土砂流出が継続する時期）
土砂流出対策

短期土砂流出対策

大規模土砂
生産イベント

中期（土砂流出が特に活発な時期）
土砂流出対策

無害流出土砂量

流出土砂量（施設無）
流出土砂量（施設有）
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河川砂防技術基準計画編における土砂・洪水氾濫対策の記載
○短期土砂流出対策

透過型砂防堰堤遊砂地
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河川砂防技術基準計画編における土砂・洪水氾濫対策の記載

除石

○中期土砂流出対策

除石前

除石後

除石作業
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河川砂防技術基準計画編における土砂・洪水氾濫対策の記載
○長期土砂流出対策

山腹工

工事前

工事後

常願寺川流域



11

土砂・洪水氾濫対策における計画策定手法について

対象降雨は保全対象ごとに降雨条
件（量、時間分布、空間分布）を
設定

○河床変動計算等に基づいた対策計画策定の手法の概要

国総研資料（2015）:豪雨時の土砂生産を
ともなう土砂動態解析に関する留意点，p.7
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土砂・洪水氾濫対策における計画策定手法について
○計画降雨の降雨分布の設定

河川砂防技術基準 計画編 基本計画編
第3章 砂防（土砂災害等対策）計画，p.2
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土砂・洪水氾濫対策における計画策定手法について
○河床変動計算等に基づいた対策計画策定の手法の概要

過去の実績に基づき経験的に設定
する手法と,数値計算など解析的に
設定する手法若しくはそれら両者を
組み合わせた手法で設定

国総研資料（2015）:豪雨時の土砂生産を
ともなう土砂動態解析に関する留意点，p.7
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土砂・洪水氾濫対策ワーキンググループ

○土砂・洪水氾濫対策の必要性がより高い流域を絞り込むため、どのようなことに着目
して調査・研究を進めていくべきか
○豪雨による生産土砂量の推定手法を発展させるため、どのようなことに着目して調査
・研究を進めていくべきか

課題

①平成30年7月豪雨における生産土砂量の分析
（速報）
②米国西海岸における土砂マネジメントの調査報告
③山地流域における水文地形プロセスのモデリングに
もとづく土砂災害予測

内容

藤田 正治 京都大学防災研究所 教授
松四 雄騎 京都大学防災研究所 准教授
内田 太郎 国土技術政策総合研究所

砂防研究室長

委員

検討委員会の実施状況
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平成30年7月豪雨における生産土砂量の分析（速報）

流域面積と比生産土砂量の関係
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砂防計画に用いている生産土砂量

※ 赤字は土砂・洪水氾濫が発生した河川
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流域からの生産土砂量を推定する手法について
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シミュレーションにより、流域の土層厚の分布を推定

土砂・洪水氾濫対策ワーキンググループ
松四委員研究紹介資料より
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流域からの生産土砂量を推定する手法について

土砂・洪水氾濫対策ワーキンググループ
松四委員研究紹介資料より
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生産土砂量の実態把握に関する研究

比生産土砂量の累積頻度分布比生産土砂量の空間分布

對馬・内田（2019）：土木技術資料



19

土砂・洪水氾濫対策

【土砂・洪水氾濫対策】イメージ

遊砂地工 整備例

四ツ目遊砂地
岐阜県中津川市
最大幅 約190m
延 長 約1,500m

遊砂地 整備例

○土砂・洪水氾濫により被災する危険性が高い箇所等において、砂防堰堤、遊砂地
等の整備を推進
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ご清聴ありがとうございました。
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